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プロジェクト（授業）概要 

〇目的 

 令和 4（2022）年度から和田学長のもと実施しているプロジェクト（授業）です。学生

は”Practice"（練習・実践）として、金沢大学の学生が参加できるプロジェクトやイベントを企画

し提案することを主題とした授業に参加します。こうした各グループでのプロジェクトに若手担当

職員も事前講義から参画してアイデアを出し合うというプロジェクトです。 

令和6（2024）年度は大雪の影響により、報告会をレポート提出に変更しました。 

 

《金沢大学Web版シラバスより》 

令和 6（2024）年度共通教育科目「未来デザインプラクティス」（授業担当教員 国際日本研究センター 佐藤 

智哉 准教授） 

授業の主題 

「自分と未来は変えられる！」 

将来、皆さんは、地球温暖化などの全世界的な課題を解決するためのプロジェクトや、あるいは、

地域をより良くするための様々な取り組みに参加することになります。自ら自分たちの"未来をデザ

イン"し、効果的なプロジェクトを企画し、チームのリーダーやメンバーに提案（プレゼン）し、

様々な背景を持つ仲間とコミュニケーションを取りながら、その実現に向けて進んでいくというわ

けです。この授業は、その"プラクティス"（練習・実践）として、金沢大学の学生が参加できるプ

ロジェクトやイベントを企画し提案することを主題とします。具体的には、１チーム 3〜4 人の構成

で１つの企画をまとめ上げ、その成果を学長が参加する報告会で発表することが主課題となります。 

プロジェクトは参加学生の皆さんで自主的に考えていくことになりますが、2024 年度は特に「能登

半島の復旧・復興のために金沢大学ができること」「能登半島の未来」をテーマに企画して行く予定

です。 

授業の目標 

 この授業では主に、以下の５つの能力を磨くことを目標とします。 

（１）独創的なアイデアを用いながらも、実行可能なプロジェクトを企画する能力 

（２）チームのメンバーと目的やアイデアを共有しながらプロジェクトを推進するためのコミュニ 

   ケーション能力 

（３）プロジェクトを魅力あるものとして提示するプレゼンテーション能力 

（４）チームにおける自身の役割を認識しながら、主体的にプロジェクトに関わっていく能力 

（５）プロジェクトの当事者でありながらも、その意義や重要性を第三者視点から俯瞰的に捉え 

   ることができる能力 

授業の概要 

 この授業は、5回の講義、プロジェクト報告会で構成されます（集中講義形式）。5回の講義では、

プロジェクトの立案・実施のために、グループワークを中心としたアクティビティーを実施します。

プロジェクト報告会には参加費（食費等の実費）が必要です。 
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〇プラクティススケジュール 

 

〇プラクティス参加状況 

 

 

 

 

 

〇プラクティス企画一覧 

 

区分 実施日 実施場所 
学生

人数 

教職員

人数 
合計 

皐月/水無月 11月 16日（土） 能登 8 25 33 

Final 中止（代替措置）     

PRARC 企 画 

能登A 「能登金沢こねくとかふぇ」 

能登A 「バリアフリー交流イベントin 金沢大学」 

能登B 「能登写真展」 

能登B 「留学生にわかりやすい!発災時の行動マニュアル作成」 

能登C 「留学ラジオ」 

能登D 「ブラッシュアップキャンパス」 
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https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Rainbow_flag_and_blue_skies.jpg

https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/about/

https://pixabay.com/ja/photos/%e6%b0%97%e5%80%99
%e5%a4%89%e5%8c%96%e3%81%99%e3%82%8b
%e5%b9%b2%e3%81%b0%e3%81%a4%e7%92%b0%e5%a2%834803653/

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Artificial_Intelligenc
e_%26_AI_%26_Machine_Learning__30212411048.jpg

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Latte_at_firefly_coffee_house.jpg

https://en.wikipedia.org/wiki/Eric_Berne

事前講義
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From Tokyo 2h30min
(Shinkansen)

From Kyoto 2h10min
(Train)

11 12
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https://www.marukajiri kyushu.jp/item/01205 https://ja.wikipedia.org/wiki/ https://tomiz.com/recipe/pro/detail/600501

https://ja.wikipedia.org/wiki/https://ja.wikipedia.org/wiki/ https://ja.wikipedia.org/wiki/

https://www.piqsels.com/en/public domainphoto fyutv

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:The_post_meeting_activity_for
_Open_EdTech_2009_was_a_cooking_lesson_at_Cook_and_Taste_http
www.cookandtaste.net _(4031060391).jpg
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https://ja.wikipedia.org/wiki/

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Golden_Eagle_Festival_Mongolia_9.jpg

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Whistlewood_common_Melbourne_Derbyshire_Yurt_bed.jpg https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Toilet_in_the_Beamish_Museum_02.JPG
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地域での学び 

詳細スケジュール 

〇能登 11月 16日（土） 

7:50〜 参加者集合 

8:00〜 
（学⽣迎え） 

8:00 事務局前出発（⼤学⼤型バス） 
→8:03 若松乗⾞ 
（酒のやまや側のバス停付近：V ドラッグもりの⾥店向かい） 
→8:10 旭町乗⾞
（ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ⾦沢旭町三丁⽬店側歩道：⾦沢ﾒﾓﾘｱﾙﾎｰﾙｱﾈｯｸｽ向かい）
※途中、⻄⼭ PA でトイレ休憩をとります。

（バス⾞内） 
学⽣・参加教職員の⾃⼰紹介 
職員による⾦沢⼤学の被災状況・震災への取り組みについての説
明 

11:00 能登海洋⽔産センター（能登町） 着 

11:00 松原先⽣による「能登海洋⽔産センター」施設⾒学・震災時の様
⼦等について説明 45 分 

11:45 センター周辺の海岸清掃作業 30 分 

12:15 能登海洋⽔産センター 発 

13:15 ⼤学コンソーシアム⽯川能登分室（輪島市） 着 

13:15 昼⾷（若⼿職員によるランチョンセミナー）45 分 
※能登地⽅に関する写真展⽰（職員有志による撮影）

14:00 学⽣成果発表（各チーム：発表 10 分） 
15:00 審査 10 分 ※学⽣は休憩時間 
15:10 講評（・表彰）10 分 

15:20 学⻑による講義（質疑応答含む）60 分 

16:20 ⼤学コンソーシアム⽯川能登分室 発 

（バス⾞内） 学⽣・参加教職員による感想発表 

18:30 頃 

※途中、⻄⼭ PA でトイレ休憩をとります。
→旭町降⾞
→若松降⾞
→⾦沢⼤学事務局前⽞関降⾞
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「未来デザインプラクティス『皐月（五箇山）』」の企画発表会を開催 

11 月 16 日，共通教育科目「未来デザインプラクティス」が石川県能登町および輪島市で行

われ，学生・教職員ら29名が参加しました。 

この科目は，「自分と未来は変えられる！」をテーマに，令和4年度からスタートしたもの

です。自分たちの“未来をデザイン”し，さまざまな背景・専門性を持つ仲間とコミュニケー

ションを取りながら，その実現に向けて進んでいき，その“プラクティス（練習・実践）”と

して，学生が参加できるプロジェクトやイベントを企画し提案することを主としています。 

当日は，能登町にある金沢大学能登海洋水産センターを訪れ，理工研究域生命理工学系の松

原創教授の案内で，薬剤を一切使わない「オーガニック養殖」で飼育されたトラフグなどを見

学した後，学生や教職員全員で，令和6年能登半島地震による津波でごみなどが打ち上げられ

た海岸の清掃を行いました。 

午後には，「のと里山空港」ターミナルビル内にある大学コンソーシアム石川能登分室に移

動し，和田隆志学長による「本・歴史から先人の知恵を学び，想う」の講義，学生による「金

沢大学の未来を自分たちでデザインしていこう」というテーマに沿った企画発表を行いました。 

帰りのバスの中では，和田学長の講義についての質問があり，学生や教職員からも積極的に

質問や発言が飛び交う充実した講義となりました。 

今後も，学生が企画したプロジェクトをさらにブラッシュアップしながら，その実現に向け

て活動を続けていきます。 

能登海洋水産センターで松原教授の説明を受ける参加者  海岸清掃の様子

和田学長の講義の様子  集合写真 
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ご協力いただいた皆様 

〇 金沢大学臨海実験施設及び能登海洋水産センター教職員各位 

〇 金沢大学講義担当教員各位 

〇スタッフ（所属・役職等は、実施当時のものです。） 

【総責任者・主宰】 

和田 隆志 学長 

【総括】 

滝波  泰 理事（総務・財務・施設担当）・副学長・事務局長 

 佐藤 智哉 国際日本研究センター 准教授 

   川端 則康 学務部学生支援課 課長（調整補助） 

   小幡 陽子 学務部学生支援課 副課長（調整補助） 

【能登担当】 

松原 創 理工研究域生命理工学系 教授（能登海洋水産センター長） 

永見 新 能登海洋水産センター 技術職員 

上畠 茂利 能登海洋水産センター 技術補佐員 

梅澤 正美 能登海洋水産センター 技術補佐員 

脊戸 美知代 能登海洋水産センター 事務補佐員 

衣谷 昭二 学務部 基幹教育支援課長 

羽村 典子 人間社会系事務部 学生課長 

長谷川 貴也 病院部 総務課 労務係 主任 

横井 明子 総務部 人事労務課 労務・福利係 主任 

下山 高嶺 総務部 人事労務課 人事総務係 一般職員

山崎 陽介 融合系事務部 総務課 企画総務係 一般職員 

村野 有海 財務部 財務管理課 出納係 一般職員 

林  貴広 施設部 宝町施設支援室 設備係 技術職員 

廣瀬 達也 医薬保健系事務部 学生課 医薬科学学務係 一般職員

平田 晶也 社会共創推進部 産学連携支援課 一般職員 

北川  輝 医薬保健系事務部 総務課 経理係 一般職員 

井家 僚太 理工系事務部 総務課 研究協力係 一般職員 

松田 啓太 学務部 学生支援課 学生相談係 一般職員 

赤城 暁子 国際部 国際企画課 一般職員 

【自動車運転】 

 渡邊 直規  総務部総務課 自動車運転士 
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  【問合せ先】金沢大学学務部学生支援課 

  〒920-1192石川県金沢市角間町 

  h_resilience@adm.kanazawa-u.ac.jp 

令和7（2025）年6月 発行：金沢大学 編集：金沢大学学務部 無断転載・複製を禁じます。 
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